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（
一
社
）
西
日
本
飲
料
水

管
理
協
会
（
牛
嶋
政
雄
会

長
、
事
務
局
・
福
岡
市
南

区
清
水
２
‐
６
‐
14
三
和

浄
水
㈱
内
）
は
11
月
７
日
、

「
令
和
元
年
度
貯
水
槽
清

掃
作
業
従
事
者
研
修
会
」

＝
写
真
＝
を
福
岡
市
博
多

区
の
福
岡
県
自
治
会
館
で

開
催
、
会
員
お
よ
び
非
会

員
の
貯
水
槽
清
掃
に
携
わ

る
68
人
が
受
講
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
牛
嶋

会
長
は
「
令
和
元
年
度
の

第
２
回
目
の
研
修
会
と
な

る
。
貯
水
槽
の
清
掃
は
、

多
く
の
人
が
使
用
す
る
飲

料
水
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
大
事
な
役
割
を
果

た
す
も
の
で
あ
る
。
福
岡

県
で
は
特
定
建
築
物
に
か

か
わ
ら
ず
、
貯
水
槽
の
有

効
容
量
が
10
ｔ
以
下
の
小

規
模
貯
水
槽
に
お
い
て

も
、
県
内
の
施
設
担
当
者

に
対
し
、
小
規
模
受
水
槽

衛
生
管
理
を
貯
水
槽
簡
易

専
用
水
道
に
準
ず
る
と

し
、
年
１
回
の
清
掃
が
順

次
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
研
修
会
で
学
ん
だ
こ

と
を
明
日
か
ら
の
作
業
に

生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
福
岡
県

保
健
医
療
介
護
部
保
健
衛

生
課
の
辛
島
涼
太
主
事
が

「
建
築
物
衛
生
法
を
中
心

と
し
た
関
係
法
令
」「
水

と
健
康
」
を
説
明
、
県
内

の
貯
水
槽
清
掃
事
業
者
が

３
１
３
人
と
な
っ
て
お

り
、
外
国
人
材
の
件
で
新

規
登
録
が
増
え
て
い
る
と

し
た
。
ま
た
、
特
定
建
築

物
は
年
１
回
の
清
掃
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
立
ち
入
り

検
査
を
１
４
５
１
件
実
施

し
、
改
善
命
令
や
使
用
停

止
は
０
件
だ
っ
た
こ
と
も

報
告
し
た
。

　

続
け
て
、
福
岡
県
貯
水

槽
管
理
協
議
会
の
５
人
の

講
師
が
「
給
水
設
備
と
機

器
（
定
水
位
の
原
理
）」、

「
貯
水
槽
の
清
掃
方

法
」、「
給
水
設
備
と
機

器
（
給
水
ポ
ン
プ
と
制

御
盤
）」、「
作
業
の
安

全
及
び
衛
生
」、「
貯
水

槽
の
塗
装
方
法
」
に
つ

い
て
説
明
。
最
後
に
修

了
証
が
交
付
さ
れ
た
。

　

な
お
、
同
研
修
会
は

毎
年
６
月
に
（
一
社
）

西
日
本
飲
料
水
管
理
協

会
（
公
社
）
福
岡
県
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協

会
、
福
岡
県
管
工
事
業

協
同
組
合
連
合
会
で
構

成
す
る
福
岡
県
貯
水
槽

管
理
協
議
会
で
開
催
し

て
い
る
。

貯
水
槽
の
清
掃
作
業
従
事
者

西
水
協
が
研
修
会
を
開
催

新年のご挨拶
　新年あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに新年
をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年は当協会においても、要の事業
活動である貯水槽作業従事者研修会

の最中に、受水槽で泳いでいる動画がＳＮＳで拡散
していると、報道機関から問い合わせがありました。
安全で衛生的な水を供給することを目的に毎年、年
に４回の研修会を開催し、事業所や従事者に質の向
上を訴えていますが残念でした。
　また現在のＦＲＰ製貯水槽の経年劣化等の問題点、
実際に、貯水槽の中仕切りが炸裂したり、タラップ
が腐食し外れて落ちそうになったりとの経験もあり、
幸いに従事者に怪我はありませんでしたが、このよ
うな状況に着目し、現場で起こっている様々な事例
に対応できるよう専門講師を追加するなど積極的に
内部改革に取り組みました。
　また、福岡県保健医療介護部保健衛生課主導で取
り組まれております『小規模受水槽水道衛生管理の
徹底』をはじめ、福岡市生活衛生課、福岡市水道局
の『福岡市の水道水はおいしいよ！』の取り組みも
年々充実しております。今後も積極的に協力・参加
させて頂き、水道水の管理の重要性を利用者のみな

さまに理解して頂けるように努力します。
　今年はねずみの年。ねずみ年は『植物が循環する
様子を表している十二支の１番目に「子」がきてい
るように、子年を植物にたとえると新しい生命が種
子の中にきざし始める時期で、新しい物事や運気の
サイクルの始まる年になると考えられています。 
　また、株式相場には、「辰巳天井、午尻下がり、未
辛抱、申酉騒ぐ、戌笑い、亥固まる、子は繁栄、丑
つまずき、寅千里を走り、卯跳ねる」という干支に
ちなんだ格言があります。ねずみはたくさんの子を
産むことから繁栄の象徴とされ、「子年は繁栄」で上
げ相場になる』と言われています。
　当協会も今年は運気のサイクルが始まる年、会員
の皆様のご繁栄を祈願します。
　行政・業界の多くの皆様と積極的に交流を深めて
参ります。生活に欠かせない『水道』。安全で美味し
い水道水をそのまま各家庭の蛇口までお届けする私
達の使命を忠実に広めて参ります。
　今年もこの四季報を通して多くの方に当協会を認
知して頂き、福岡・大分・長崎を拠点に、県を越え
て会員拡大に努めてまいります。
　皆様のご健康とますますのご繁栄を願いまして挨
拶とさせて頂きます。

（一社）西日本飲料水管理協会会長　牛嶋政雄  

　
　

が
、
そ
の
中
で
も
「
水
」

に
つ
い
て
は
、
人
の
健
康

に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、

適
切
な
衛
生
管
理
が
特
に

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
、

学
校
等
の
多
く
の
施
設
で

は
、
貯
水
槽
を
経
由
し
て

飲
料
水
、
生
活
用
水
を
使

用
す
る
こ
と
が
多
く
、
貯

水
槽
の
定
期
的
な
清
掃
や

検
査
等
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

安
心
し
て
飲
め
る
き
れ
い

な
水
の
確
保
の
た
め
に
、

建
築
物
の
衛
生
的
環
境
の

維
持
管
理
を
担
う
事
業
者

の
皆
様
の
果
た
す
役
割
は

大
変
重
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
貴
協

会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
か
ら
県
内
の
給
水
設

備
業
界
の
指
導
的
団
体
と

し
て
、
貯
水
槽
清
掃
作
業

従
事
者
研
修
会
や
技
術
講

祝
　
　
辞

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
西
日
本

飲
料
水
管
理
協
会
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

本
県
の
衛
生
行
政
に
御
協

力
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

牛
嶋
会
長
を
は
じ
め
、
会

員
の
皆
さ
ま
に
は
、
貯
水

槽
水
道
の
衛
生
の
維
持
・

向
上
に
多
大
な
御
尽
力
を

い
た
だ
き
、
改
め
て
敬
意

を
表
し
、
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
建
築
物
の
中
で

多
く
の
時
間
を
過
ご
す
私

た
ち
に
と
っ
て
、
建
築
物

に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の

確
保
が
重
要
と
な
り
ま
す

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

は
清
々
し
く
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
西
日
本

飲
料
水
管
理
協
会
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

福
岡
市
の
衛
生
行
政
に
多

大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ

き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
牛
嶋
会
長
を

は
じ
め
会
員
の
方
々
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
貯
水
槽

水
道
の
維
持
管
理
技
術
の

向
上
及
び
知
識
の
普
及
の

た
め
に
、
様
々
な
研
修
事

業
や
社
会
貢
献
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
、
皆
様

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
安
全

な
水
が
住
民
に
提
供
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

さ
て
、
福
岡
市
は
現
在

も
人
口
が
増
加
し
続
け
、

１
６
０
万
人
を
突
破
す

る
勢
い
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港

回
数
が
５
年
連
続
で
日
本

一
と
な
る
な
ど
観
光
客
も

増
え
続
け
、
多
く
の
方
々

が
福
岡
市
を
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
福
岡
市
で
は
マ

ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
の
建
設
が
盛
ん
で
あ
り
、

特
に
「
天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
」

や「
博
多
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
」

と
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
し
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

相
当
数
の
ビ
ル
が
竣
工
さ

習
会
の
開
催
に
よ
り
知
識
・

技
術
の
普
及
に
努
め
ら
れ

て
お
り
、
貯
水
槽
水
道
の

衛
生
管
理
や
汚
染
事
故
の

未
然
防
止
、
水
質
の
汚
染

発
生
時
の
対
応
等
、
今
後

ま
す
ま
す
そ
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
今
後
も
新
た
な

技
術
の
習
得
、
技
術
の
研

鑽
に
努
め
ら
れ
、
引
き
続

き
、
県
民
の
健
康
で
快
適

な
生
活
環
境
の
保
持
と
増

進
に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
県
で
は
、
有
効
水
量

が
10
㎥
以
下
の
小
規
模
貯

水
槽
水
道
の
衛
生
管
理
の

徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
貴
協
会
の
御
協

力
も
頂
き
な
が
ら
、
研
修

会
の
開
催
や
リ
ー
フ
レ
ッ

れ
、
ま
す
ま
す
多
く
の
方
々

が
ビ
ル
の
中
で
時
間
を
過

ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
マ
ン
シ
ョ
ン

や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
の
建

築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環

境
の
確
保
が
引
き
続
き
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も

「
水
」
に
つ
い
て
は
、
人
の

健
康
に
直
結
す
る
も
の
で
あ

り
、
建
築
物
の
多
く
は
貯
水

槽
を
経
由
し
て
飲
料
水
、
生

活
用
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る

た
め
、
貯
水
槽
の
点
検
、
清

掃
な
ど
、
日
頃
の
適
切
な

維
持
管
理
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
安
全
な
水
の
供
給

は
住
民
の
生
活
や
都
市
の
成

長
に
欠
か
せ
な
い
土
台
で
あ

り
、
今
後
も
マ
ン
シ
ョ
ン
や

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
で
安
全

ト
の
送
付
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
設
置
者

の
方
々
に
対
し
て
、
貯
水

槽
の
定
期
清
掃
及
び
定
期

検
査
の
啓
発
等
、
貯
水
槽

の
衛
生
管
理
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
よ
り
一
層
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

の
取
組
み
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

貴
協
会
の
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
西
日
本

飲
料
水
管
理
協
会
が
益
々

発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
、
そ

し
て
本
年
が
実
り
の
多
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

福
岡
県
保
健
医
療
介
護
部

食
の
安
全
総
合
調
整
監
兼

生
活
衛
生
課
長

田
村　

聡

な
水
が
供
給
さ
れ
る
よ
う
、

貯
水
槽
の
設
置
者
に
対
す

る
貯
水
槽
の
適
正
管
理
の
積

極
的
な
指
導
や
、
市
民
の
皆

様
へ
の
飲
料
水
の
衛
生
に
つ

い
て
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

貴
協
会
会
員
の
皆
様
に

と
っ
て
、
本
年
が
す
ば
ら

し
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

令
和
２
年
１
月

福
岡
市
保
健
福
祉
局
生
活

衛
生
部
生
活
衛
生
課
長　

椿
本　

聡
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タンク・ポンプで技術研修福岡市 貯水槽水道の衛生管理
福岡県貯水槽管理協議会小規模貯水槽の管理強化へ

　
（
一
社
）
西
日
本
飲
料
水

管
理
協
会
な
ど
３
団
体
で

構
成
す
る
福
岡
県
貯
水
槽

管
理
協
議
会
（
牛
嶋
政
雄

会
長
、
事
務
局
・
福
岡
市

南
区
清
水
２
‐
６
‐
14
三

和
浄
水
㈱
内
）
は
10
月
３

日
、「
２
０
１
９
年
度
第

１
回
技
術
研
修
会
（
貯
水

槽
タ
ン
ク
・
ポ
ン
プ
実
践

教
室
）
を
福
岡
市
中
央
区

の
福
岡
市
管
工
事
業
協
同

組
合
会
館
で
開
催
、
貯
水

槽
清
掃
な
ど
に
携
わ
る
会

員
会
社
の
社
員
22
人
が
参

加
し
た
。

　
（
一
社
）
西
日
本
飲

料
水
管
理
協
会
（
牛

嶋
政
雄
会
長
）
と
協

会
顧
問 

市
議
会
議

長 

阿
部
真
之
助
氏
、

市
議
会
議
員
伊
藤
嘉

人
氏
、
福
岡
市
生
活

衛
生
課
、
福
岡
市
水

道
局
節
水
推
進
課
は

「
小
規
模
受
水
槽
衛

生
管
理
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
会
」
を
福

岡
市
役
所
議
会
棟
に

お
い
て
実
施
、
福
岡

県
の
小
規
模
貯
水
槽

清
掃
の
実
態
や
啓
発

活
動
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
。

　

伊
藤
議
員
は
「
小

規
模
受
水
槽
の
衛
生

　

牛
嶋
会
長

は
「
会
員
さ

ん
か
ら
定
水

弁
や
ポ
ン
プ

お
よ
び
制
御

盤
の
研
修
会

を
行
っ
て
ほ

し
い
と
の
要

望
が
多
い
こ

と
か
ら
毎
年

行
っ
て
い

る
。
今
回
は

川
本
ポ
ン
プ

と
日
本
給
水

タ
ン
ク
工
業

会
の
協
力
を

い
た
だ
き
、

ポ
ン
プ
の
ト

ラ
ブ
ル
対
応

や
F
R
P
製

管
理
に
つ
い
て
は
、
ご
承

知
の
通
り
、
以
前
か
ら
重

要
な
取
り
組
み
と
認
識
し

て
い
る
。
福
岡
市
は
県
内

で
最
も
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま

い
の
人
口
が
多
く
、
水
道

局
か
ら
送
ら
れ
た
水
を
一

旦
貯
水
槽
に
貯
め
て
利
用

す
る
割
合
が
高
い
都
市
で

あ
る
。」

　

ま
た
、
阿
部
議
長
か
ら

も
「
近
年
は
隣
接
す
る
自

治
体
と
の
協
力
体
制
も
整

備
さ
れ
て
き
た
が
、
渇
水

問
題
や
節
水
制
限
な
ど
を

経
験
し
た
福
岡
市
民
は
水

の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
る
。

貯
水
槽
に
一
旦
貯
め
ら
れ

て
供
給
さ
れ
る
水
道
水
も

水
道
局
か
ら
直
接
供
給
さ

貯
水
タ
ン
ク
の
経
年
劣
化

に
伴
う
維
持
管
理
等
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
た
だ

く
。
明
日
か
ら
の
業
務
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

研
修
会
で
は
、「
ポ
ン

プ
の
基
礎
知
識
お
よ
び
メ

れ
る
水
道
水
も
同
等
の
水

質
が
保
た
れ
る
よ
う
に
す

べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
水
質
保
持
な
ら
び

に
福
岡
市
民
の
水
に
対
す

る
安
全
・
安
心
の
為
に
も
、

行
政
と
業
界
団
体
と
が
今

回
の
よ
う
に
意
見
交
換
会

を
実
施
し
、
現
在
の
福
岡

市
内
で
の
貯
水
槽
水
道
の

清
掃
実
施
状
況
や
問
題
点

を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
お
互
い
の
立
場

ン
テ
・
ト
ラ
ブ
ル
対
応
」

に
つ
い
て
㈱
川
本
製
作
所

の
佐
藤
寛
己
氏
と
和
田
怜

氏
が
説
明
。
ト
ラ
ブ
ル
対

応
に
つ
い
て
は
、
受
水
槽

清
掃
後
に
よ
く
あ
る
ト
ラ

ブ
ル
例
や
不
具
合
事
例
と

し
て
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン

発
生
の
原
因
、
注
意
を
要

す
る
現
象
と
し
て
ウ
ォ
ー

タ
ー
ハ
ン
マ
ー
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
に
ポ
ン

プ
の
分
解
と
組
み
立
て
を

行
い
、
参
加
者
は
興
味
深

く
説
明
に
聞
き
入
っ
て
い

た
＝
写
真
。

　

午
後
か
ら
は
、「
貯
水

槽
の
構
造
概
要
・
貯
水
槽

の
耐
震
設
計
」
と
「
貯
水

槽
の
衛
生
性
と
維
持
管

理
」
に
つ
い
て
、
日
本
給

水
タ
ン
ク
工
業
会
の
平
田

正
幸
氏
が
事
故
事
例
等
を

交
え
説
明
し
た
。
最
後
に

修
了
書
が
牛
嶋
会
長
か
ら

全
員
に
手
渡
さ
れ
た
。

で
そ
れ
ぞ
れ
意
見
交
換
を

実
施
し
た
。
福
岡
市
水
道

局
節
水
推
進
課
が
通
年
に

渡
り
実
施
し
て
い
る
『
小

規
模
貯
水
槽
の
現
地
調
査

の
実
施
に
つ
い
て
』
と
そ

の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

活
動
を
報
告
頂
い
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
調
査

実
態
報
告
な
ら
び
に
小
規

模
貯
水
槽
の
管
理
強
化
に

む
け
て
協
議
し
あ
う
こ
と

を
約
束
し
閉
会
し
た
。

西水協

一般社団法人  西日本飲料水管理協会
〒815－0031  福岡市南区清水 2－6－14

TEL 092－512－16 31
FAX 092－511－7345

ホームページ
http://wjwa.or.jp

こちらからも
アクセスできます。
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 「
福
岡
市
議
会
議
員 

伊
藤
嘉
人 

事
務
所
」  

様
が

令
和
元
年
十
一
月
に
事
務
所
を
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
よ
り

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

西
水
協
顧
問

伊
藤
嘉
人 

市
議
会
議
員

〒836-0057　
福岡県大牟田市汐屋町5番8

株式会社モトムラ
TEL：0944-52-4005　FAX：0944-52-4136
https://www.motomura1980.com

マンション管理はモトムラへ。
We are an apartment management specialist.

〒838-0068　
福岡県朝倉市甘木1623-1

株式会社甘木ビルメンテナンス
TEL：0946-23-2301
http://www.pikapika-amagi.com/

株式
会社甘木ビルメンテナンス
メンテナンスを通じて生涯のおつきあい

令和２年度  やすらぎ荘 貯水槽清掃作業 ボランティア企業の募集
　当協会では、毎年　朝倉郡筑前町の在宅心身障害児（者）
の療育訓練施設『やすらぎ荘』を訪問し、施設内の貯水槽清
掃ボランティアを実施しております。
　昨年は４月 17 日（水）に実施をしております。
　『利用者の方々に安心しておいしい水を飲んでほしい』との
思いで活動を継続しております。
　協会全体の活動の柱にしていきたいと思いますので、会員
企業様の有志ある方を募ります。
　ご関心のある方は、ぜひご応募ください！

令和２年４月（予定）　９：00 ～ 15：00　
① 　施設内の貯水槽清掃
　　（受水槽　20t・高架水槽　４t）ができる業者  ・・・１社
②　貯水槽清掃後の水質検査を実施頂ける検査機関・・・１社
※初めて実施される場合、実施経験者が立会いいたします。
※応募される方、および今年度の清掃を見学希望の方は下記連絡先までお電話ください。
※ボランティアですが、作業をしていただいた方には協会より作業代をお支払いいたします。
※ボランティアを実施された方は、四季報に無料で企業広告を掲載いたします。

〈 ボランティアの仕事内容 〉

応募連絡先 （一社）西日本飲料水管理協会　事務局
（092）512 -1631


